
日
蓮
遺
文
中
に
は
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
、
あ
る
い
は
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
七
字
に
つ
い
て
、
一
見
不
可
解
と
も
と
れ
る
表
現
が
あ

一
１
）

る
こ
と
は
周
知
の
恥
実
で
あ
ろ
う
。
『
観
心
本
尊
抄
」
（
以
下
、
最
噂
抄
」
）
中
の
「
本
門
肝
心
於
南
無
妙
法
迩
華
経
五
字
」
は
、
そ

牝
林
学
礎
輔
蒐
Ｉ
葛
叶
令
和
肛
年

「
本
門
肝
心
於
南
無
妙
法
蓮
華
経
五
字
」
私
考

一
、
問
題
の
所
在

几
、
本
門
流
通
正
愈

六
、
結
語

宝
、
流
字
と
七
宇

四
、
喪
法
の
経
文

目
次

一
、
問
題
の
所
在

二
、
一
見
不
可
解
な
表
現

大
平
宏
龍

－1－



妙
法
蓮
華
経
の
五
字
は
釈
尊
の
因
果
で
あ
り
、
こ
れ
を
受
持
す
る
こ
と
が
南
無
妙
法
蓮
縦
経
の
七
字
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

－
４
）

し
た
が
っ
て
七
字
は
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
え
て
題
目
五
字
を
受
持
す
る
こ
と
を
い
う
。

等
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
一
般
的
理
解
は
こ
の
よ
う
な
所
と
思
わ
れ
る
が
、
補
足
す
べ
き
点
も
あ
る
と
思
わ
れ
、
五
字
、
七
字
の
一

見
不
可
解
な
用
例
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
い
な
い
。

株
橋
日
涌
「
観
心
本
尊
紗
講
義
」
で
は
五
字
と
七
字
に
つ
い
て
、

両
者
の
相
違
を
い
は
ば
祖
意
を
推
意
す
る
に
、
一
経
の
題
目
・
一
部
の
教
法
と
す
る
と
き
は
妙
法
蓮
華
経
で
あ
り
、
之
を
釈
尊

末
代
行
者
の
行
法
と
し
て
信
行
す
る
と
き
は
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
宗
祖
に
お
い
て
は
何
川
迩
何

れ
を
以
て
表
現
し
よ
う
と
そ
の
字
数
に
関
係
な
く
同
一
の
題
目
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
題
目
を
五
字
七
字
・
七
字
五
字
等
と
表
現

《
３
－

仏
櫛
な
ど
と
表
現
し
て
い
る
。

と
あ
り
、
ま
た
七
字
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
先
学
（

り
、
ま
ず
五
字
に
つ
い
て
は
、

の
代
表
的
一
例
で
あ
る
。
こ
れ
を
ど
う
訓
み
下
す
か
を
含
め
て
、
Ｈ
蓮
聖
人
（
以
下
、
聖
人
）
の
五
字
・
七
字
に
対
す
る
見
方
を
考

え
る
な
か
で
、
実
は
ま
だ
注
意
き
れ
て
い
な
い
一
、
二
の
点
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
拙
稿
で
は
そ
の
事
を
指
摘
し
、
そ
の
解
釈
に

つ
い
て
の
私
見
を
記
し
て
大
方
の
御
批
判
を
仰
ぎ
た
く
考
え
る
次
第
で
あ
る
。

く
つ
。
》

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
先
学
の
勘
及
が
あ
る
。
近
字
と
七
字
に
つ
い
て
は
『
日
通
姻
人
避
文
辞
典
教
学
筋
」
に
は
共
に
立
猟
が
あ

血
字
は
、
釈
瞭
が
法
鞭
経
の
唯
空
会
に
お
い
て
上
行
燃
藤
聯
の
本
化
地
洲
瀞
隙
に
別
付
屈
さ
れ
た
要
法
で
あ
り
、
そ
の
本
間
は

釈
蝋
の
久
遠
の
卿
果
で
あ
る
。
饗
法
と
は
釈
瞭
の
一
代
蝿
牧
を
染
約
し
た
肝
要
の
法
で
何
川
迩
流
字
は
究
械
的
に
は
求
法

を
利
益
す
る
題
日
南
無
妙
法
迩
蕪
経
の
五
宇
七
字
を
い
い
、
Ｈ
迦
は
こ
れ
を
教
学
的
観
点
か
ら
、
喪
法
．
釈
瞭
の
閃
果
、
良
蕊
、

「
本
門
肝
心
於
南
無
妙
法
蓮
華
経
五
字
」
息
考
（
大
平
宏
龍
）
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す
る
と
こ
ろ
に
題
目
た
る
の
意
義
が
あ
り
、
宗
祖
咄
題
を
主
張
す
る
の
本
懐
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
法
蕪
維
の
題
側
は

何
川
唾
能
開
要
法
の
総
名
、
即
ち
本
門
の
名
体
宗
川
敦
の
五
爪
玄
を
典
足
し
、
万
法
万
行
万
群
の
功
徳
を
総
在
す
る
潴
字
の

舌
靭
一

教
・
維
副
の
教
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

等
と
あ
り
、
「
報
恩
抄
」
「
四
個
五
舳
紗
」
も
引
川
し
て
、
型
人
の
結
描
が
名
討
の
敏
の
儒
行
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
Ⅱ
蓮
教

－
６
－

学
の
根
本
を
総
名
と
み
る
こ
と
が
雌
も
爪
要
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
教
即
観
、
観
即
教
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

扱
て
、
先
学
諸
氏
の
解
説
で
は
、
当
然
の
こ
と
、
五
字
と
七
字
の
語
義
の
相
違
は
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
私
見
で
は
、

聖
人
は
そ
れ
を
明
確
に
区
別
し
た
上
で
法
華
経
本
門
の
真
意
を
述
べ
ら
れ
た
事
が
先
述
の
表
現
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

点
が
言
及
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
然
し
、
そ
れ
は
等
閑
視
で
き
な
い
こ
と
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

の
箇
所
が
あ
る
。

ま
た
「
法
華
行
垂

「
法
華
行
者

周
知
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、

は
『
本
騨
抄
」
に
お
い
て
は
、

此
本
門
ノ
肝
心
南
無
妙
法
迦
飛
経
ノ
五
字
二
於
テ
ハ
仏
猫
ホ
文
殊
薬
玉
等
ニ
モ
之
ヲ
付
帆
シ
タ
マ
ハ
ズ
、
何
二
況
ャ
典
ノ
巳
下
ヲ

（
《
’
一

ャ
、
仙
地
測
千
界
ヲ
召
シ
テ
八
品
ヲ
税
テ
之
ヲ
付
属
シ
タ
マ
フ
。
（
兼
特
注
、
傍
線
は
兼
将
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）

｛
８
－

但
ダ
理
具
ヲ
論
ジ
テ
邪
行
ノ
南
無
妙
法
蓮
莱
経
ノ
五
字
並
二
本
門
ノ
本
尊
未
ダ
広
ク
之
ヲ
行
ゼ
ズ
．

値
難
事
」
で
は
、

「
本
門
肝
心
於
南
焦
妙
法
蓮
華
経
五
字
」
私
考
（
大
平
宏
龍
）

二
、
一
見
不
可
解
な
表
現拙

摘
で
Ⅲ
題
と
す
る
以
上
、
一
見
不
可
解
な
表
現
と
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。
そ
れ
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に
お
も
む
か
ず
、
つ
い

雑
と
あ
り
、
『
練
暁
八
幡
抄
」

罪
が
あ
る
。

只
妙
法
迩
兼
経
の
七
字
五
字
を
日
本
国
の
一
切
衆
生
の
口
に
入
レ
ン
と
は
げ
む
計
り
也
。

が
あ
る
。
加
え
て
、
典
峨
等
は
な
い
が
、
『
妙
法
此
茶
羅
供
養
躯
」
に
は
、

実
に
は
釈
迦
・
多
宝
・
十
方
術
仏
、
寿
斌
品
の
肝
要
た
る
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
を
侭
ぜ
し
め
ん
が
為
也
と

と
あ
る
・
さ
ら
に
堺
本
の
み
の
伝
来
で
は
あ
る
が
、
「
松
野
殿
後
家
尼
御
前
御
返
聯
」
で
も
、

と
あ
り
、
ま
た
「
下
山
御
消
息
』
で
は
、

地
洲
の
大
菩
薩
、
末
法
の
初
に
出
現
せ
さ
せ
給
こ
て
、

（
Ⅲ
一

一
切
衆
生
に
咄
ヘ
さ
せ
給
フ
ベ
き
先
序
の
た
め
也
。

本
門
ノ
本
尊
卜
四
菩
薩
ト
戒
壇
ト
南
無
妙
法
蓮
華
経
ノ
五
字
ト
之
ヲ
残
シ
タ
マ
フ

と
あ
る
。
『
高
橋
入
道
殿
御
返
事
』
で
は
、

ま
た
「
茄
宇
・
七
字
」
鎌
の
例
と
し
て
は
、
「
法
硴
題
Ⅱ
妙
」
に
、

耐
撫
妙
法
辿
雌
維
川
蓋
、
法
蕪
維
の
意
を
も
し
ら
ず
、
義
珊
を
も
あ
ぢ
は
、
ず
し
て
、

字
に
眼
て
一
日
に
一
過
、
一
川
乃
至
一
年
十
年
一
期
生
の
川
に
只
一
過
な
ん
ど
叩
へ
て
も
、

一
膳
一

に
お
も
む
か
ず
、
つ
い
に
不
退
の
位
に
い
た
る
べ
し
や
。
符
ず
云
夕
、
し
か
る
べ
き
也
。

’
１
」
Ｉ

他
方
で
「
妙
法
辿
雌
絲
九
字
」
は
川
例
が
多
い
。
な
お
「
妙
法
迦
縦
経
ノ
セ
字
」
の
例
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

投
ひ
法
飛
経
に
は
仙
ソ
と
も
南
無
妙
法
迩
飛
経
の
五
字
を
と
な
へ
が
た
き
に
、

上
行
菩
薩
の
御
か
び
を
か
ほ
り
て
法
華
経
の
題
目
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
計
り
を
一
切
衆
生
に
さ
づ
け
ば
飼
川
唖

「
本
門
肝
心
於
南
無
妙
法
蓮
華
経
五
字
」
私
考
（
大
平
宏
砿
）

に
、

本
門
寿
最
品
の
肝
心
た
る
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
を
、
一
間
浮
提
の

（
旧
一

あ
ひ
た
て
ま
つ
る
猟
の
か
た
き
に
た
と
う
。

－
９
）一

肥
一

只
南
無
妙
法
蓮
峨
綴
と
Ⅱ
リ
バ
宇
七

軽
砿
の
悪
に
引
”
れ
ず
し
て
凹
悪
趣

（
、
〕

’

昭

）

（
鋤
川
端
）

．-‘1．－



（
脂
｝

さ
ら
に
ま
た
コ
大
秘
法
」
に
つ
い
て
兇
て
み
る
と
、
『
箇
谷
入
通
殿
詐
御
番
」
で
は
、

ホ
ノ
時
二
大
覚
世
尊
寿
通
品
ヲ
演
説
シ
、
然
シ
テ
後
二
十
神
カ
ヲ
示
現
シ
テ
四
大
菩
藤
二
付
属
シ
タ
マ
フ
。
其
所
属
之
法
ハ
何

物
ゾ
ヤ
。
法
華
経
之
中
ニ
モ
庇
ヲ
拾
テ
略
ヲ
取
り
、
略
ヲ
捨
テ
テ
要
ヲ
取
ル
。
所
訓
妙
法
蓮
華
経
之
五
字
、
名
体
宗
用
教
ノ
五

重
玄
也
。
両
用
唾
此
之
一
大
秘
法
ヲ
持
シ
テ
本
処
二
隠
居
ス
ル
之
後
、
佛
滅
後
正
像
二
千
年
之
間
二
於
テ
未
グ
ー
度
モ
出
現

（
い
｝

セ
ズ
。
所
詮
仏
専
ラ
末
世
之
時
二
限
テ
此
等
ノ
大
士
二
付
属
セ
シ
故
也
。

と
あ
っ
て
、
上
行
付
嘱
の
上
で
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
法
華
取
要
抄
」
で
も
、

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ
型

日
蓮
ハ
広
略
ヲ
拾
テ
肝
要
ヲ
好
ム
。
所
調
上
行
菩
薩
所
伝
ノ
妙
法
蓮
華
経
ノ
五
字
也
。

と
あ
り
、
即
ち
結
要
付
砺
の
況
字
と
な
っ
て
い
る
。
然
し
一
方
で
「
本
尊
抄
」
で
は
、

二
割
一

雌
好
良
薬
ト
ハ
形
欣
砧
ノ
肝
要
ダ
ル
名
体
宗
川
教
ノ
南
無
妙
法
辿
箙
維
雌
也
。

と
さ
れ
て
Ｍ
じ
く
兀
爪
玄
に
耐
及
さ
れ
た
上
で
、
こ
こ
で
は
じ
字
で
あ
る
。
然
ら
ば
や
は
り
五
字
・
七
字
と
我
現
は
拠
っ
て
も
、
そ

れ
は
同
じ
次
元
で
の
み
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

（
型
）

こ
こ
で
さ
ら
に
注
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
私
見
の
本
噂
義
は
措
く
と
し
て
も
、
一
般
に
「
本
蝋
抄
』
の
「
其
本
尊
為
体

（
雲
）

何
川
唾
表
迩
仏
迩
土
故
也
」
が
日
蓮
の
煙
茶
羅
本
尊
の
儀
軌
と
さ
れ
る
こ
と
は
周
知
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
な
ら
ば
な
ぜ
、
『
本
尊

抄
』
で
は
「
塔
中
妙
法
蓮
華
経
」
と
あ
る
の
に
、
曼
茶
羅
で
は
中
尊
が
「
南
無
妙
法
蓮
雌
経
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
従

来
は
五
字
と
七
字
は
同
じ
故
に
と
の
解
釈
で
あ
る
が
、
実
は
後
述
の
よ
う
に
、
私
見
で
は
聖
人
は
五
字
と
七
字
を
区
別
し
た
上
で
こ

が
あ
る
。 妙
法
迩
縦
継
〃
脚
本
隙
供
養
候
上
翼
、
此
姓
茶
雑
は
文
字
は
五
字
七
学
に
て
峡
へ
ど
も
三
世
の
紺
仏
の
御
師
、
一
切
の
女
人
の
戒

（
Ｆ
一

仏
の
印
文
也
。

「
本
門
肝
心
於
南
黒
妙
法
迩
華
経
五
字
」
胤
孝
（
大
平
宏
剛
）

Ｐ
ｏ



聖
人
の
真
蹟
と
考
え
ら
れ
て
い
る
受
茶
羅
は
、
現
在
の
時
点
で
は
一
三
三
幅
に
つ
い
て
、
そ
の
影
印
版
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
割
）

即
ち
『
日
蓮
大
聖
人
御
真
蹟
御
本
尊
集
』
（
以
下
、
「
御
本
尊
集
」
）
に
は
一
二
七
幅
、
『
図
説
日
蓮
聖
人
と
法
華
の
至
宝
第
一
巻

（
為
）

盤
茶
羅
本
尊
」
（
以
下
、
壺
宝
」
）
に
は
、
前
書
以
降
に
確
認
さ
れ
た
六
幅
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
一
三
三
幅
の
笠
茶
羅
に
つ
い

（
坊
）

て
は
、
既
に
非
常
に
詳
細
な
観
察
と
、
そ
れ
に
対
す
る
見
解
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
管
見
に
於
て
誰
も
言
及
し
て
い
な
い
と

思
わ
れ
る
の
が
、
中
尊
の
七
字
の
書
き
方
に
お
い
て
、
南
無
の
二
字
と
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
の
間
に
、
文
字
の
大
き
さ
な
ど
明
ら
か

に
違
い
の
あ
る
場
合
が
見
ら
れ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

ま
ず
『
御
本
尊
集
』
で
見
る
と
、
文
永
年
間
で
は
あ
ま
り
明
確
で
は
な
い
が
、
文
永
二
年
（
一
二
七
四
で
は
一
○
（
以
下
、

「
御
本
尊
典
」
の
番
号
）
二
一
は
、
南
無
と
五
字
と
の
違
い
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
建
治
年
間
で
は
、
元
年
（
一
二
七
五
）
の
二

九
（
記
年
な
し
）
・
三
○
・
二
年
の
三
一
・
三
二
は
、
字
の
大
き
さ
な
ど
で
違
い
が
見
ら
れ
る
。
二
九
は
南
無
の
二
字
の
み
左
傾
し

て
い
る
。
同
二
年
の
三
四
・
三
五
・
三
六
も
南
無
が
小
さ
い
。
同
三
年
の
四
一
・
四
五
も
同
様
で
あ
る
。

弘
安
年
間
で
は
元
年
（
一
二
七
八
）
の
四
七
・
五
○
・
五
一
・
五
二
（
年
時
削
損
）
・
五
三
・
五
七
、
二
年
の
五
九
・
六
○
・
六

二
・
六
四
・
六
五
・
六
七
、
三
年
の
七
一
・
八
一
・
八
二
・
八
三
・
九
二
・
九
五
、
五
年
の
一
二
○
な
ど
が
や
は
り
南
無
の
二
字
が

の
よ
う
に
図
顕
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
理
由
が
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

私
見
で
は
、
聖
人
は
や
は
り
確
か
に
五
字
と
七
字
の
区
別
を
自
覚
し
て
お
ら
れ
、
そ
れ
を
前
程
と
し
て
五
字
・
七
字
の
関
係
を
考

え
て
お
ら
れ
た
と
理
解
し
た
い
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
ま
ず
聖
人
真
蹟
の
愛
茶
羅
本
尊
を
見
て
お
き
た
い
。

「
本
門
肝
心
於
南
無
妙
法
蓮
兼
経
五
字
」
私
考
（
大
平
宏
髄
）

三
、
五
字
と
七
字
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小
さ
い
。
「
臨
滅
度
時
の
御
本
尊
」
は
八
一
薪
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
顕
著
で
あ
る
。

『
御
本
尊
集
」
以
降
に
確
認
さ
れ
た
六
幅
の
う
ち
で
は
、
「
至
宝
」
七
一
頁
（
述
治
三
年
）
、
七
七
頁
（
弘
安
二
年
）
、
八
四
頁
（
弘
安

五
年
）
の
三
幅
が
、
や
は
り
南
無
が
小
さ
い
。

商
う
ま
で
も
な
く
、
中
騨
は
雌
後
の
経
の
字
に
向
う
ほ
ど
字
が
大
き
く
な
る
傾
向
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
考
胆
し
て
も
南
無
の
二
字

が
特
に
小
さ
い
場
合
が
注
意
き
れ
、
そ
れ
は
二
三
帆
の
う
ち
約
四
分
の
一
脳
の
数
と
な
る
。
明
確
で
は
な
い
が
そ
れ
ら
し
い
も
の

を
含
め
る
と
、
も
っ
と
多
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
こ
と
は
、
果
た
し
て
無
視
し
て
よ
い
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
れ
は
蝦
人
が
た
ま
た
ま
そ
う
沸
か
れ
た
だ
け
で
は
な

い
か
と
い
う
疑
川
も
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
主
観
的
傾
向
の
強
い
観
察
結
果
だ
と
す
る
批
判
も
あ
り
得
る
か
も
し
れ
な
い
。

然
し
私
は
、
南
無
と
妙
法
辿
蕪
経
と
の
問
題
に
Ⅲ
し
て
は
、
こ
れ
を
無
視
で
き
な
い
こ
と
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
聖
人
は

（
訂
〕

「
諫
暁
八
幡
抄
」
に
述
懐
さ
れ
る
よ
う
に
、
建
催
五
年
（
一
二
五
三
）
の
四
Ⅱ
二
八
Ⅱ
か
ら
晩
年
ま
で
、
南
無
妙
法
迩
蕪
経
と
恥
え

続
け
ら
れ
た
御
生
涯
で
あ
っ
た
。
妙
法
蓮
雅
維
に
南
無
す
る
と
は
、
全
的
に
法
兼
経
に
身
を
ま
か
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
故
に
、
そ

の
御
生
涯
は
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
え
る
こ
と
の
意
味
・
意
義
を
求
め
続
け
ら
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
と
も
想
像
さ
れ
る
。
そ
の
佐

前
の
顕
れ
は
『
守
護
国
家
窪
』
に
題
目
口
咄
の
文
証
を
妙
法
蓮
華
経
に
求
め
ら
れ
、
「
法
華
題
目
抄
」
で
は
値
か
五
字
七
字
を
唱
え

（
鋤
｝

る
こ
と
が
如
何
な
る
意
義
を
も
つ
か
を
示
さ
れ
た
所
で
あ
っ
た
。
広
略
要
は
聖
人
教
学
の
垂
要
項
目
で
あ
る
が
、
『
法
華
題
目
紗
』

｛
鈍
一

は
修
行
に
つ
い
て
の
広
略
要
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
仏
種
子
と
下
種
の
問
題
を
中
心
に
、
『
開
目
抄
」
か
ら
『
本
尊
抄
一
へ
と
一
念
三

千
論
（
十
界
互
具
論
）
が
追
求
さ
れ
る
中
で
、
難
問
で
あ
る
「
己
心
具
釈
尊
」
の
理
論
的
解
明
に
つ
い
て
は
、
以
信
代
慧
に
よ
り

（
訓
一

「
本
尊
抄
一
の
受
持
観
心
の
三
十
三
字
三
十
三
字
自
然
譲
与
段
と
も
）
と
な
っ
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
「
本
尊

抄
」
に
至
っ
て
、
日
蓮
教
学
の
教
相
の
極
ま
り
が
五
字
と
確
立
さ
れ
、
そ
れ
故
に
上
行
付
嘱
の
教
義
が
顕
発
さ
れ
て
、
以
後
末
法
下

「
本
門
肝
心
於
南
無
妙
法
蓮
華
経
五
字
」
私
考
（
大
平
宏
髄
）

戸

一イー



ま
た
『
四
信
五
品
紗
』
の
、

（
鍵
）
（
郷
）

種
論
が
展
開
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
広
略
要
も
「
法
華
取
要
抄
』
『
曽
谷
入
道
殿
許
御
書
』
で
は
教
法
の
上
で
の
議
論
と
な
り
、
五

字
・
七
字
の
問
題
も
上
行
付
嘱
の
上
に
論
じ
ら
れ
る
に
至
る
。

（
訓
）

既
に
米
田
淳
雄
氏
の
調
在
結
果
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
聖
人
が
「
五
字
」
「
七
字
」
等
を
問
題
と
さ
れ
た
遺
文
は
、
佐
前
で

は
『
法
華
題
目
紗
』
の
み
で
あ
り
、
「
妙
法
蓮
華
経
五
字
」
は
文
永
九
年
（
一
二
七
三
五
月
二
五
日
の
「
日
妙
聖
人
御
書
』
に
出

る
が
、
他
は
す
べ
て
『
本
尊
抄
』
以
降
に
見
ら
れ
る
所
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
と
、
曼
茶
羅
本
疎
の
中
尊
の
晋
か
れ
方
を
重
ね
て
み
る

な
ら
ば
、
七
字
を
唱
え
る
理
論
的
根
拠
と
し
て
の
五
字
の
確
信
が
怠
識
さ
れ
た
場
合
に
、
南
無
を
小
さ
く
妙
法
蓮
華
経
を
大
き
く
番

か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
見
る
こ
と
は
、
あ
な
が
ち
主
観
に
す
ぎ
る
見
方
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
れ
な
ら
ば
同
じ
大
き
さ
の
場
合
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
佐
前
の
場
合
は
別
と
し
て
、
こ
れ
は
後
述
の
よ
う
に
五
字

と
七
字
の
区
別
は
厳
然
と
あ
る
が
、
最
終
的
に
は
七
字
に
南
無
す
る
形
と
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
場
合
で
あ
ろ
う
。

（
お
）

『
新
尼
御
前
御
返
事
』
に
は
「
五
字
の
大
受
茶
羅
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
そ
の
前
に
上
行
付
嘱
の
教
義
を
述
べ
て
い
る
故
に
、
五
字

を
特
に
意
識
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

聖
人
が
「
妙
法
蓮
華
経
ノ
五
字
」
と
言
わ
れ
る
時
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
教
法
の
意
で
あ
る
。
そ
れ
は
前
掲
の
例
や
、
『
本
尊
抄
』

の
、

妙
法
蓮
華
経
ノ
五
字
ハ
経
文
二
非
ズ
、
其
義
二
非
ズ
、
唯
一
部
ノ
意
耳
。
初
心
ノ
行
者
其
心
ヲ
知
ラ
ズ
ト
モ
而
モ
之
ヲ
行
ズ
ル

‐

釈
尊
ノ
因
行
果
徳
ノ
ー
法
ハ
妙
法
蓮
蕪
経
ノ
五
字
二
具
足
ス
。
我
等
此
五
字
ヲ
受
持
ス
レ
バ
自
然
二
彼
因
果
ノ
功
徳
ヲ
熱
り
与
へ

（
郷
）

タ
マ
フ
。

｛
訴
一

二
自
然
二
意
二
当
タ
ル
ナ
リ
。

「
本
門
肝
心
於
南
無
妙
法
蓮
華
経
五
字
」
私
考
（
大
平
宏
龍
）
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霧
を
み
れ
ば
、
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
の
み
で
な
く
、
そ
れ
は
血
ち
に
受
持
、
あ
る
い
は
行
ぜ
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
示
さ
れ

て
い
る
。
即
ち
、
姻
人
に
よ
れ
ば
、
術
維
教
の
究
ま
り
の
兀
字
（
牧
法
）
は
、
血
ち
に
Ⅱ
咄
佃
行
す
べ
き
七
字
（
行
法
）
と
し
て
捉

え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
法
飛
経
本
門
は
、
敬
法
の
九
字
を
付
嘱
す
る
の
を
、
我
々
が
受
け
て
南
無
す
る

形
で
は
な
く
、
茄
字
を
疵
ち
に
行
法
の
七
字
と
し
て
橘
行
す
る
こ
と
を
説
き
、
そ
れ
を
教
え
ら
れ
る
経
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
と

理
解
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
故
に
、
先
の
「
本
門
肝
心
南
無
妙
法
蓮
華
経
ノ
五
字
」
と
は
ま
ず
、
「
本
門
肝
心
」
が
南
無
妙

法
蓮
華
経
の
七
字
で
あ
る
こ
と
を
示
さ
れ
た
と
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
意
味
で
「
報
恩
抄
』
で
は
、

疑
診
云
，
、
二
十
八
品
の
中
に
何
か
肝
心
ゾ
ャ
。
答
ァ
云
ク
、
或
ハ
云
，
、
品
々
皆
事
に
随
こ
て
肝
心
な
り
。
或
小
云
，
方
便
品
・
寿
最
品

肝
心
な
り
。
或
八
云
，
、
方
便
品
肝
心
な
り
。
或
ハ
云
ク
、
寿
鼓
品
肝
心
な
り
。

或
ハ
云
，
、
間
・
示
・
悟
・
入
肝
心
な
り
。
或
ハ
云
ク
、
実
相
肝
心
な
り
。
問
ァ
云
，
汝
が
心
如
何
６
答
フ
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
肝
心

な
り
．
其
証
如
何
。
何
川
唾
馴
濁
遡
剰
調
刎
珂
判
は
一
部
八
巻
二
十
八
品
の
肝
心
に
あ
ら
ず
や
。
呵
川
唾
尺
台
大
師
は
如

避
卜
小
将
所
聞
ノ
法
体
也
等
墨
筆
。
章
安
大
師
〃
云
，
、
記
考
釈
ン
ァ
日
‐
、
篭
シ
序
王
卜
肴
叙
ェ
経
ノ
玄
意
叩
玄
意
ハ
述
フ
於
文
心
却
等
拳
嬢
。
此
釈

に
文
心
卜
荷
魎
Ｈ
は
法
峨
維
の
心
也
。
妙
楽
大
帥
云
，
、
収
搦
。
上
代
ノ
敦
法
叩
川
ソ
法
縦
ノ
文
心
切
り
聯
舞
火
．
天
竺
は
七
十
簡
脚
な

り
。
總
潴
は
Ⅱ
氏
脚
。
Ⅱ
本
は
六
十
簡
川
、
偲
潴
は
Ⅱ
本
側
。
何
川
迩
刺
鯛
州
湖
遡
墹
糊
と
叩
せ
ば
、
南
艇
阿
弥
陀
仏
の
川

一
興
マ

も
、
南
無
大
Ⅱ
典
涌
の
川
も
、
観
肚
青
緋
隣
の
川
も
一
切
の
洲
仏
繊
維
禰
特
灘
の
川
、
俳
悉
，
妙
法
迩
蕪
経
の
剛
に
尖
は
る
。

聯
と
あ
り
、
こ
の
あ
と
、
三
大
秘
法
に
移
っ
て
ゆ
く
文
脈
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
ま
さ
し
く
教
柑
の
極
ま
り
が
五
字
即
ち
総
潴
で
あ

八

つ

〈

調

｝

り
、
そ
れ
を
信
行
す
る
こ
と
が
、
具
体
的
に
三
の
正
法
（
三
大
秘
法
）
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
故
に
題
側
が
「
事

（
⑩
一

行
ノ
題
目
」
と
の
表
現
と
な
っ
て
い
る
の
は
そ
の
強
調
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
聖
人
は
法
華
経
の
経
旨
が
本
門
の
題
目
（
五
字
Ⅱ
総
名
）
に
帰
結
し
、
そ
れ
を
直
ち
に
信
行
す
る
（
七
字
Ⅱ
総
名
）
こ
と
を

「
本
門
肝
心
於
南
黛
妙
法
蓮
華
経
五
字
」
私
考
（
大
平
宏
龍
）
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《
柵
》

大
覚
世
尊
、
仏
眼
ヲ
以
テ
末
法
ヲ
竪
知
シ
、
此
逆
誇
ノ
ー
罪
ヲ
対
治
セ
ン
ガ
為
二
一
大
秘
法
ヲ
留
メ
世
キ
タ
マ
フ
。

（
応
）

と
も
あ
る
故
に
、
．
大
秘
法
」
と
同
じ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
前
掲
の
如
く
神
力
品
の
結
要
付
嘱
を
ふ

｛
冊
）
（
楠
）

ま
え
て
の
も
の
で
あ
り
、
教
法
の
広
・
略
・
要
の
う
ち
、
「
要
」
「
肝
要
」
と
も
表
現
さ
れ
る
。
結
要
付
嘱
に
お
け
る
所
属
の
法
は
聖

人
に
於
て
は
一
往
「
五
字
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。
然
し
、
こ
れ
が
、
『
本
尊
抄
」
で
は
「
良
薬
」
と
し
て
七
字

《
幅
｝

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
先
に
み
た
通
り
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
は
、
要
法
・
良
薬
・
一
大
秘
法
・
本
門
肝
心
は
同
じ
く
、
五
字
を
う
け
た
七
字
の
信
行
を
意
味
す
る
も
の
と
理
解
さ

と
あ
り
、
ま
た
、

（

昭

｝

表
し
た
。

『
脚
谷
入
過
殿
詐
御
井
」
の
典
蹴
本
で
は
、

一
Ⅲ
一

問
炉
Ⅱ
少
、
饗
法
〃
継
文
如
何
。
符
診
日
夕
、
、
伝
ヲ
以
溌
之
ヲ
伝
ヘ
ン
。

と
あ
る
が
、
こ
の
「
川
伝
」
の
意
は
、
秘
密
め
い
た
口
映
・
而
授
川
映
の
愈
味
で
は
な
く
、
引
川
す
べ
き
経
文
が
多
岐
に
皿
る
こ
と

と
、
そ
の
理
由
の
説
明
が
単
純
で
な
い
故
に
、
面
接
教
授
し
よ
う
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
既
に
私
見
を
発

も
っ
て
、
本
門
の
肝
要
と
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
「
要
法
」
と
は
、
『
曽
谷
入
道
殿
許
御
許
」
の
廿
頭
に
、

（
掴
）

夫
レ
重
病
ヲ
療
治
ス
ル
ニ
ハ
良
薬
ヲ
織
索
シ
、
逆
諦
ヲ
救
助
ス
ル
ニ
ハ
要
法
ニ
ハ
如
カ
ズ
。

「
本
門
肝
心
於
南
無
妙
法
蓮
蕪
経
五
字
」
私
考
（
大
平
宏
龍
）

四
、
要
法
の
経
文
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一
脚
）

れ
る
。
そ
れ
故
「
要
法
の
経
文
」
と
は
、
一
往
は
神
力
舳
の
結
要
付
嘱
の
文
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
仰
往
は
そ
れ
を
受
け
て
災
際

に
侭
行
す
る
こ
と
を
も
教
示
す
る
経
文
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
単
に
付
嘱
を
明
し
た
簡
所
の
文
に
と
ど
ま
ら
ず
、

末
法
下
機
の
我
々
に
と
っ
て
の
逆
筋
撫
治
の
良
薬
そ
の
も
の
を
い
た
だ
く
こ
と
を
亜
味
す
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
結
川
、
上
行
付
嘱

（
抑
）

を
明
す
経
文
、
即
ち
本
門
序
正
流
通
（
水
門
八
品
）
が
「
要
法
の
経
文
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
．
本
門
八
砧
の

（
訓
菅

内
容
は
、
棚
出
品
に
所
付
の
人
で
あ
る
地
棚
の
善
隣
を
呼
び
出
し
、
寿
賦
品
で
能
付
の
本
仏
釈
尊
を
Ⅲ
瀕
し
、
さ
ら
に
所
付
の
法
の

内
容
と
、
そ
れ
が
久
遠
下
種
以
来
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
も
っ
て
本
仏
釈
騨
が
三
世
益
物
せ
ら
れ
た
こ
と
を
明
し
、
三
功
徳
品
で

信
因
・
信
果
の
功
徳
を
明
し
、
不
軽
品
で
常
不
軽
菩
薩
を
信
行
の
証
人
と
し
て
示
し
、
そ
れ
ら
の
上
で
神
力
・
嘱
累
の
付
嘱
が
あ
る

（
認
）

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
故
に
『
顕
仏
未
来
記
』
で
「
彼
ノ
ー
十
四
字
卜
與
二
此
五
字
一
其
語
難
し
殊
其
意
同
之
」
と
言
わ
れ
る
こ
と

は
、
五
字
の
単
な
る
付
嘱
の
み
で
は
「
本
門
肝
心
」
と
な
ら
ず
、
不
軽
菩
薩
の
行
儀
を
も
含
め
て
「
本
門
序
正
流
通
」
の
上
に
「
本

門
肝
心
」
の
七
字
を
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
示
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
郵
一

な
お
「
法
堆
題
目
妙
』
に
み
え
る
よ
う
に
陀
雑
尼
品
の
「
受
持
法
縦
名
者
福
不
可
品
」
の
文
も
加
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
一
大
秘
法
も
結
局
は
七
字
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
通
常
理
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

以
上
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、

二
弱
一

と
い
う
対
比
も
兜
に
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
法
飛
経
と
い
う
継
典
を
ど
う
み
る
か
に
側
わ
る
こ
と
と
思
わ
れ

る
。

一
別
〉

［
一
一
“
雌
雄
川
輝
雄

「
本
門
肝
心
於
南
無
妙
法
蓮
華
経
五
字
」
私
考
（
大
平
宏
龍
）
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聖
人
の
み
る
仏
法
等
の
全
体
像
は
、
「
開
日
抄
」
の
五
爪
棚
対
を
ふ
ま
え
て
『
本
蝋
抄
』
の
耐
Ⅲ
三
段
の
第
流
、
い
わ
ゆ
る
法
界

宝
段
に
械
ま
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
み
ら
れ
る
結
倫
は
、
仏
滅
後
末
法
の
為
の
法
縦
経
観
、
即
ち
本
門
流
通
か
ら
み
た
法

服
経
観
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
法
縦
維
水
門
の
埒
肢
一
肋
二
半
に
紙
ま
る
服
瀧
服
愈
の
法
縦
維
観
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
求
法
の
為
に
題
Ⅲ

の
兀
字
を
示
さ
れ
る
。
『
本
蝋
抄
」
で
は
、

《
髄
〉

在
枇
本
門
末
法
之
初
一
同
純
円
也
。
仙
彼
脱
此
種
也
。
彼
一
仙
二
半
此
但
題
目
孔
宇
也
。

と
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
一
舳
二
半
正
宗
正
意
の
法
縦
経
の
題
目
も
五
字
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ま
だ
本
川
の
一
念
三
千
と
何
次
元
の

題
廿
で
あ
り
、
一
方
「
此
但
題
目
五
字
」
の
五
字
と
は
、
前
来
か
ら
の
考
察
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
七
字
と
し
て
信
行
す
べ
き
総
塙
の
五

《
一
列
一

宇
で
あ
り
、
前
述
の
「
本
門
肝
心
南
無
妙
法
蓮
華
経
／
五
字
」
に
当
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
が
末
法
下
種
の
種
子
と
な
る
べ
く
上
行

（
識
）

付
嘱
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
故
に
、
法
華
経
に
於
て
は
「
本
門
序
正
流
通
倶
以
末
法
之
初
為
詮
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
換

言
す
れ
ば
、
法
華
経
本
門
は
流
通
正
意
と
み
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
流
通
正
意
と
い
う
こ
と
は
、
法
華
経
が
、
単
に

真
理
を
明
す
経
と
し
て
の
教
え
で
は
な
く
、
そ
の
上
に
実
践
（
観
心
）
を
共
に
し
よ
う
と
す
す
め
る
経
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

こ
の
点
で
、
聖
人
が
『
四
伯
五
品
紗
」
で
、

《
鋤
》

序
正
ノ
ー
段
ハ
且
ラ
ク
之
ヲ
世
ク
。
流
通
ノ
ー
段
末
法
ノ
明
鏡
尤
モ
依
用
ト
為
ス
可
シ
。

と
示
し
、
法
華
経
中
の
流
通
分
に
つ
い
て
、

一
帥
〉

此
十
一
砧
卜
兀
品
卜
合
シ
テ
十
六
肋
半
、
此
中
二
末
法
二
人
テ
法
縦
ヲ
修
行
ス
ル
相
貌
分
明
也
。

と
述
べ
、
「
本
蝋
抄
」
鋪
派
三
段
の
流
迎
分
で
、
前
述
の
如
く
「
本
門
序
正
流
通
倶
以
求
法
之
初
為
総
」
聯
と
さ
れ
た
こ
と
は
、
法

「
本
門
肝
心
於
南
無
妙
法
蓮
華
経
五
字
」
私
考
（
大
平
宏
龍
）

五
、
本
門
流
通
正
意
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縦
維
本
門
が
一
向
に
流
通
正
意
で
あ
る
と
見
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
、
流
汕
正
意
と
は
、
堺
行
の
題

Ⅱ
を
受
け
て
向
ら
邪
行
す
る
こ
と
を
要
州
す
る
、
そ
う
い
う
内
芥
と
考
え
ら
れ
る
。
叩
的
に
謝
え
ば
、
流
通
服
意
と
は
、
爽
践
を
鼓

一
馴
一
二
蝿
一

難
す
る
内
容
と
い
え
よ
う
。
畷
林
Ⅱ
隆
咄
人
（
以
下
、
隆
師
）
に
よ
れ
ば
こ
れ
を
「
本
門
無
教
敬
川
棚
心
」
と
示
し
て
い
る
の
で
あ

鍵
茶
羅
本
尊
の
中
尊
が
「
本
尊
抄
」
で
は
五
字
と
さ
れ
な
が
ら
、
実
際
に
は
七
字
と
図
顕
さ
れ
る
の
も
、
同
じ
理
由
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
一
大
秘
法
は
七
字
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
信
行
観
心
す
べ
く
授
与
さ
れ
た
と
い
う
点
で
、
無
教
の
教
と

し
て
の
教
法
と
い
え
、
三
大
秘
法
は
そ
れ
を
受
け
て
そ
の
ま
ま
信
行
す
る
こ
と
で
あ
る
故
に
、
教
即
観
心
の
行
法
と
い
う
こ
と
に
な

で
あ
る
。
垂

字
と
な
る
。

る
。

る
◎

以
上
、
似
雑
な
こ
と
な
が
ら
、
Ⅱ
辿
辿
文
中
に
、
な
ぜ
「
本
門
肝
心
南
無
妙
法
迦
縦
維
兀
字
」
の
如
き
一
兄
不
可
解
な
災
現
が
あ

る
の
か
、
そ
の
理
由
を
巷
え
て
き
た
。
咄
人
は
確
か
に
茄
字
と
七
字
の
区
別
を
さ
れ
な
が
ら
、
五
字
は
血
ち
に
七
字
と
し
て
爽
践
さ

れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
理
由
と
し
て
、
本
門
が
流
通
正
意
で
あ
る
と
い
う
法
雌
経
観
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

で
あ
る
．
そ
れ
は
又
、
法
体
と
し
て
の
五
字
が
総
名
と
さ
れ
る
故
に
直
ち
に
そ
の
信
行
が
七
字
と
な
り
、
そ
の
意
に
お
い
て
派
字
七

（
“
）

此
本
門
肝
心
於
南
無
妙
法
蓮
華
経
五
字
耐
川
唾
但
召
地
涌
千
界
説
八
品
付
属
之

六
、
結
語

「
本
門
肝
心
於
南
黒
妙
法
蓮
華
経
五
字
」
私
考
（
大
平
宏
鮒
）

故
に
､

－13－



と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

か
く
し
て
、
Ｈ
通
敬
舛

か
く
し
て
、
Ｈ
述
敬
学

で
あ
る
が
、
そ
の
理
論
坐

り
、
強
い
て
訓
ず
れ
ば
、

に
お
け
る
耐
無
妙
法
巡
飛
経
と
は
、
そ
の
七
字
を
本
騨
と
し
、
そ
れ
に
端
命
す
る
こ
と
で
あ
る
故
、
南
無

妄
刷
｝

に
南
無
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

は
、
「
此
の
本
門
の
最
も
肝
心
な
こ
と
は
直
ち
に
実
践
を
鼓
舞
す
る
経
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
は
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
信
行

で
あ
る
が
、
そ
の
理
論
的
根
拠
と
し
て
の
Ⅲ
字
は
、
た
だ
地
澗
千
界
を
召
し
て
本
門
八
品
に
お
い
て
之
を
付
嘱
さ
れ
た
」
の
意
で
あ

（
２
）
剖
川
歓
叩
「
Ⅱ
通
教
学
の
研
究
」
（
平
楽
寺
番
店
、
一
九
六
六
年
第
三
刷
）
二
三
～
二
四
頁
で
は
、
「
蝦
人
は
迦
側
の
兀
字
と
七

字
の
亜
態
を
、
明
確
に
は
使
い
分
け
て
い
な
い
⑨
耐
川
迩
巡
目
五
字
が
総
名
藩
く
は
理
法
の
派
宇
か
ら
、
蹄
依
又
は
修
行
の
南
無
の
二

字
を
加
え
て
、
七
字
の
飛
法
の
型
に
お
い
て
受
容
さ
れ
て
い
る
。
何
川
唾
法
華
雑
の
純
粋
な
る
全
一
的
把
握
の
当
所
を
直
ち
に
指
し
て

「
南
無
妙
法
蓮
薙
経
の
五
字
七
字
」
と
い
う
の
で
あ
る
」
霧
と
あ
る
。
ま
た
茂
田
井
教
亭
「
日
蓮
そ
の
人
と
心
」
（
春
秋
社
、
一
九
八
四

年
）
一
二
九
頁
で
は
、
「
教
に
は
契
機
と
し
て
「
理
」
「
義
」
を
も
つ
し
、
法
格
体
と
も
人
格
体
と
も
な
り
得
る
性
格
が
あ
る
。
そ
の
た
め

「
五
字
七
字
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
な
ど
と
い
ふ
矛
盾
的
表
現
も
生
れ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
あ
る
。
庵
谷
行
亨
「
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
教

観
に
つ
い
て
」
二
大
崎
学
報
」
第
一
四
七
号
、
一
九
九
○
年
一
二
月
）
一
～
二
四
頁
で
は
詳
細
な
考
察
が
あ
り
、
部
分
的
表
現
は
賛
同
さ

れ
る
所
も
あ
る
が
、
結
證
と
し
て
「
本
門
寿
最
品
文
底
に
覚
知
さ
れ
た
教
観
相
即
不
二
の
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
と
は
ま
さ
に
こ
の
こ
と

（
１
）
定
通
七
一
二
口

註 此
の
本
門
の
肝
心
で
あ
る
南
無
妙
法
蓮
華
経
（
の
偏
行
の
根
拠
で
あ
る
）
五
字
…
…

「
本
門
肝
心
於
南
舞
妙
法
蓮
華
経
五
字
」
私
考
（
大
平
宏
龍
）
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（
８
）
定
遺
七
一
九
頁

（
９
）
定
遺
七
九
八
～
七
九
九
頁

（
、
）
定
遺
一
○
八
五
頁

へ

ｰ

､Lか
。

（
４
）
雌
弁
行
亭
「
七
字
」
何
前
凹
八
八
面
ｄ

（
５
）
株
機
Ⅱ
油
『
剛
心
本
騨
紗
撒
義
」
法
兼
宗
宗
務
院
、
一
九
八
七
年
、
六
四
七
頁

（
６
）
日
通
教
学
が
教
即
槻
・
観
即
教
で
あ
る
と
は
描
氏
の
論
ず
る
所
で
あ
り
、
結
論
と
し
て
は
竹
定
さ
れ
る
。
こ
れ
は
法
体
室
亜
説
で
は

説
明
が
容
易
で
あ
る
が
、
Ⅱ
班
教
学
の
根
本
を
本
門
の
三
千
即
題
目
と
す
る
法
体
二
亜
魏
で
は
、
ど
の
よ
う
な
理
解
と
な
る
の
で
あ
ろ
う

に
ほ
か
な
ら
な
い
」
（
一
五
頁
）
と
あ
り
「
文
底
」
の
概
念
を
用
い
て
い
る
な
ど
、
全
面
的
に
は
首
肯
で
き
な
い
。
ま
た
北
川
前
肇
「
日

蓮
教
学
研
究
」
（
平
楽
寺
評
店
、
一
九
八
七
年
）
三
二
五
頁
で
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
七
字
の
姿
が
、
行
法
た
る
実
践
門
に
お
け
る

「
教
相
の
観
心
」
で
あ
っ
た
」
等
と
あ
る
の
も
そ
こ
に
至
る
所
を
考
え
た
い
。
即
ち
私
見
で
は
聖
人
は
五
字
と
七
字
の
区
別
を
明
確
に
謎

識
し
た
上
で
五
字
と
七
字
の
関
係
を
考
察
し
て
い
た
の
で
は
無
い
か
と
考
え
る
故
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
興
風
談
所
」
の
「
御
蒋
シ
ス
テ

ム
」
二
御
許
資
料
」
に
お
け
る
「
南
無
妙
法
迦
飛
維
」
解
題
）
に
あ
る
「
敦
観
相
即
の
題
目
は
即
観
の
教
・
叩
教
の
観
で
炎
現
き
れ
る
南

無
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
七
字
」
に
つ
い
て
も
Ⅲ
棟
に
恩
わ
れ
る
。
正
字
七
字
の
股
終
的
な
見
方
は
僚
同
で
き
る
表
現
で
あ
っ
て
も
、
そ
こ

に
至
る
考
え
方
が
川
題
と
き
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
米
川
淳
雄
「
Ⅱ
蓮
飛
人
の
遺
文
に
見
る
南
無
妙
法
蓮
鞭
経
の
流
宇

と
七
字
に
つ
い
て
」
（
「
大
崎
学
紺
」
鋪
一
流
二
号
、
一
九
九
六
年
三
川
）
一
～
二
三
頁
は
、
「
平
成
新
修
Ⅱ
蓮
狸
人
週
文
典
」
を
細
巣
さ

れ
た
鯆
学
の
氏
の
偲
念
の
上
の
紬
文
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
後
に
触
れ
る
。

（
３
）
蠅
谷
行
亭
「
茄
字
」
（
立
正
大
学
Ⅱ
辿
教
学
研
究
所
細
『
Ⅱ
通
聖
人
避
文
辞
典
牧
学
筋
」
身
延
山
久
遠
寺
、
二
○
○
三
年
）
三
○
四

典
ｃ
～
．

「
本
門
肝
心
於
南
無
妙
法
蓮
華
経
五
字
」
私
考
（
大
平
唆
龍
）

定
遺
七
一
二
頁
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（
鋤
）
定
過
八
一
六
頁

（
別
）
定
通
七
一
七
頁

（
ｒ
）
定
過
六
九
八
頁
、
平
間
本

（
肥
）
。
大
秘
法
」
の
諾
は
「
艸
谷
入
適
殿
詐
御
諜
』
（
定
過
九
○
○
、
九
○
二
頁
）
に
二
回
み
え
る
の
み
で
あ
る
。

（
〃
）
「
脚
谷
入
通
殿
蹄
御
許
」
定
過
九
○
二
～
九
○
三
面

（
肥
）
定
適
一
八
四
四
頁

三
一
七
「
九
郎
太
》

（
喝
）
定
遺
三
九
一
頁

（
皿
）
定
遺
一
三
一
六
頁

（
吃
）
定
遺
一
三
三
七
頁

（
喝
）
定
遺
一
六
二
九
頁
、

（
Ｍ
）
本
文
中
に
引
用
し
皇

空
定
遺
一
六
二
九
頁
、
日
朝
本

署
本
文
中
に
引
用
し
た
も
の
も
含
め
て
そ
の
個
所
を
示
す
（
頭
書
の
番
号
は
定
遺
番
号
、
後
者
（
）
は
定
遺
頁
数
）
。
「
妙
法
蓮
華
経

五
字
」
に
つ
い
て
は
、
四
四
一
法
華
題
目
妙
」
（
三
九
二
、
一
○
七
「
Ⅱ
妙
聖
人
御
書
」
（
六
四
二
、
二
八
『
観
心
本
尊
抄
』
（
七
○

二
、
七
二
、
七
一
六
、
七
一
八
、
七
一
九
）
、
一
二
○
「
妙
一
尼
御
返
事
」
（
七
二
三
、
一
二
五
「
顕
仏
未
来
記
」
（
七
三
八
）
、
一
四

五
「
法
華
取
要
抄
」
（
八
一
○
、
八
一
五
、
八
一
六
）
、
一
六
四
「
新
尼
御
前
御
返
事
』
（
八
六
四
）
、
一
七
○
『
曽
谷
入
道
殿
許
御
許
』

（
九
○
二
、
な
お
九
一
○
に
は
「
示
五
字
」
と
も
）
、
一
七
四
『
兄
弟
抄
」
（
九
三
二
、
一
七
六
「
種
々
御
振
舞
御
書
」
（
九
六
二
、
な
お

「
法
飛
経
肝
心
題
目
の
五
字
」
と
も
、
九
六
一
、
ま
た
九
七
一
）
、
一
八
一
「
撰
時
抄
』
二
○
一
七
、
一
○
二
四
）
、
一
八
七
「
高
機
人
道

殿
御
返
邪
』
二
○
八
四
、
一
○
八
五
）
、
一
九
一
「
妙
心
尼
御
前
御
返
邪
」
（
二
○
三
、
二
二
三
「
報
恩
抄
』
二
二
四
一
、
一
二
四

三
、
二
四
二
面
信
御
舳
妙
』
二
二
九
八
）
、
二
五
○
面
条
金
吾
殿
御
返
邪
』
（
一
三
六
三
、
三
七
○
六
「
大
田
殿
女
房
御
返
那
』

（
一
七
五
五
）
で
あ
る
。
「
南
無
妙
法
蓮
兼
経
の
七
字
」
は
、
一
四
九
『
別
当
御
房
御
返
蛎
」
（
八
二
七
）
、
一
七
四
「
兄
弟
抄
」
（
九
三
二
、

三
一
七
「
九
郎
太
郎
殿
御
返
邪
」
二
六
○
三
）
が
あ
る
。

「
本
門
肝
心
於
南
祭
妙
法
蓮
華
経
五
字
」
私
考
（
大
平
宏
髄
）
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（
鯉
）
私
兇
で
は
日
迦
の
本
尊
提
は
止
行
付
噺
の
敦
我
の
上
に
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
正
体
は
鋪
一
我
的
に
は
迦
間
、
鋪
二
挺
的
に
は

本
仏
釈
腺
で
あ
り
、
そ
の
「
為
体
」
「
形
貌
」
は
、
上
行
付
嚇
の
珊
而
で
あ
り
、
そ
れ
を
主
た
る
脈
珊
と
し
て
側
凱
さ
れ
た
の
が
並
茶
羅

本
啄
で
は
な
い
か
と
巷
え
る
。
拙
粁
「
Ⅱ
蓮
週
文
の
思
想
的
研
究
」
（
東
方
川
版
、
二
○
二
二
年
）
の
鏑
六
・
鋪
七
倫
文
群
参
照
。

（
別
）
山
中
再
八
編
・
片
岡
稗
蔵
発
行
「
Ⅱ
蓮
大
聖
人
御
典
蹴
御
本
尊
巣
」
立
正
安
国
会
、
一
九
九
○
年
訂
補
凹
版
。
な
お
山
上
弘
近
「
日

蓮
大
聖
人
甦
茶
羅
本
尊
の
相
貌
変
化
と
法
義
的
意
義
に
つ
い
て
」
「
興
風
」
第
一
七
号
、
二
○
○
五
年
一
二
月
、
都
守
雄
一
「
Ⅲ
蓮
図
顕

大
愛
茶
羅
の
考
証
」
（
小
松
邦
彰
・
花
野
充
道
編
著
『
日
通
の
思
想
と
そ
の
展
開
」
シ
リ
ー
ズ
日
蓮
第
二
巻
、
春
秋
社
、
二
○
一
四
年
等

に
も
私
見
の
如
き
見
方
は
呈
示
さ
れ
て
い
な
い
。

（
あ
）
巾
尾
尭
・
寺
尾
英
智
編
「
図
説
日
蓮
聖
人
と
法
華
の
至
宝
第
一
巻
愛
茶
羅
本
尊
」
同
朋
舎
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ン
、
二
○
一
二
年

（
恥
）
岐
近
の
文
献
と
し
て
は
、
寺
尾
英
智
『
Ｈ
通
聖
人
真
餓
の
形
態
と
伝
来
」
（
雄
山
間
出
版
、
一
九
九
七
年
）
、
Ⅷ
褐
山
上
弘
道
「
日
蓮

大
聖
人
艶
茶
羅
本
尊
の
相
貌
変
化
と
法
義
的
愈
義
に
つ
い
て
」
、
前
掲
郁
守
堆
一
「
日
蓮
岡
瀕
大
挫
茶
雛
の
考
証
」
が
あ
る
。
総
じ
て
先

学
の
文
献
は
、
郁
守
堆
一
氏
列
挙
の
参
琴
文
献
に
排
し
い
⑥

（
幻
）
「
今
Ⅱ
辿
は
去
”
船
述
腿
兀
年
蟄
侃
凹
″
二
十
八
Ⅱ
よ
り
、
今
弘
安
望
年
雛
十
二
″
に
い
た
る
ま
で
二
十
八
年
が
Ⅲ
、
又
他
邪
な
し
。
肌

妙
怯
辿
峨
綴
の
七
宇
几
字
を
Ⅲ
本
川
の
一
切
衆
生
の
川
に
入
し
・
診
と
は
げ
む
誹
り
也
。
」
定
遺
一
八
四
四
頁
。
な
お
伽
⑯
に
川
じ
。

（
鰯
）
定
避
七
一
二
頁

（
調
）
定
過
三
九
一
貝
。
な
お
註
砺
に
同
じ
。

（
釦
）
．
部
八
巻
二
十
八
品
を
受
持
読
謝
し
随
喜
護
持
等
す
る
は
広
也
。
方
便
品
・
寿
量
品
等
を
受
持
し
乃
至
護
持
す
る
は
略
也
。
但
一
四

句
偶
乃
至
題
目
計
り
を
と
な
う
る
者
を
護
持
す
る
は
要
也
。
広
・
略
・
要
の
中
に
は
題
目
は
要
の
内
な
り
。
」
定
遺
三
九
四
～
三
九
五
頁
。

（
別
）
前
掲
、
株
橋
日
浦
『
観
心
本
尊
妙
諦
義
』
六
二
二
頁
。
ま
た
拙
稿
弓
観
心
本
尊
抄
」
私
見
ｌ
佐
渡
塚
原
と
一
谷
の
間
ｌ
」
（
前
掲
、

拙
著
『
日
蓮
遺
文
の
思
想
的
研
究
」
第
一
論
文
）
。

へへ へ

302928
………

「
本
門
肝
心
於
南
無
妙
法
迩
縦
経
倣
字
」
仏
考
（
大
平
宏
剛
）

定
避
九
○
四
口
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（
翌
「
日
蓮
ハ
広
略
ヲ
捨
テ
テ
肝
要
ヲ
好
ム
。
所
調
上
行
菩
薩
所
伝
ノ
妙
法
蓮
華
経
ノ
五
字
也
。
」
定
遺
八
一
六
頁
。

（
認
）
「
爾
ノ
時
二
大
覚
世
尊
ハ
寿
量
品
ヲ
演
説
シ
、
然
シ
テ
後
二
十
神
カ
ヲ
示
現
シ
テ
四
大
菩
薩
二
付
属
シ
タ
マ
フ
。
其
所
属
ノ
法
ハ
何
物

ゾ
ャ
。
法
華
経
ノ
中
ニ
モ
広
ヲ
捨
テ
略
ヲ
取
り
、
略
ヲ
捨
テ
要
ヲ
取
ル
。
所
謂
妙
法
蓮
華
経
之
五
字
名
体
宗
用
教
ノ
五
重
玄
也
。
」
定
遺

九
○
二
頁
。
先
の
『
法
華
取
要
抄
」
「
曽
谷
入
道
殿
許
御
脊
』
と
も
に
上
行
付
嘱
の
上
の
「
要
」
で
あ
る
。

（
認
）
注
（
２
）
（
Ｍ
）
参
照

（
弱
）
定
遺
八
六
七
頁

（
㈹
）
「
事
行
南
無
妙
法
蓮
華
経
五
字
」
（
定
遺
七
一
九
頁
）
は
「
理
具
」
に
対
す
る
事
行
で
あ
る
が
、
御
題
目
は
必
ず
口
唱
信
行
す
べ
き
も

の
と
の
前
程
に
よ
る
表
現
で
あ
ろ
う
。

（
狐
）
定
遺
九
○
四
頁
。
註
（
錫
）
に
同
じ
。

（
他
）
拙
稿
「
日
蓮
遺
文
に
お
け
る
「
口
伝
」
考
」
（
前
掲
、
拙
著
『
Ⅱ
蓮
遺
文
の
思
想
的
研
究
」
第
一
○
論
文
）
二
二
六
頁
、
三
三
一
頁

（
栂
）
定
遺
八
九
五
頁

（
調
）
定
遺
七
二
頁

（
訂
）
定
遺
一
二
九
八
頁

（
銘
）
定
過
一
二
四
二
～

（
釣
）
定
遺
一
二
四
八
頁

定
遺
一
二
九
八
頁

定
過
一
二
四
二
～

で
あ
る
の
は
、
大
十

（
灯
）
定
遺
八
一
六
頁

（
“
）
定
遺
九
○
○
頁

（
幅
）
定
遺
九
○
二
～
九
○
三
頁
。
註
（
幻
）
に
同
じ
。

堀
）
定
遺
九
○
二
頁
。
前
掲
の
如
く
、
広
略
要
は
『
法
華
題
目
紗
」
は
約
行
で
あ
り
、
「
法
華
取
要
抄
」
「
曽
谷
入
道
殿
許
御
書
」
は
約
教

で
あ
る
の
は
、
大
方
の
理
解
す
る
所
で
あ
ろ
う
。

「
本
門
肝
心
於
南
無
妙
法
蓮
華
経
五
字
」
私
考
（
大
平
宏
龍
）

一
二
四
四
頁
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（
侶
）
定
遺
七
一
七
頁
。
註
（
羽
）
に
同
じ
。

（
伯
）
要
法
の
経
文
に
つ
い
て
、
「
録
内
啓
蒙
」
は
「
多
多
故
響
之
（
引
用
者
注
、
こ
の
所
は
真
顔
本
で
口
伝
と
な
っ
て
い
る
）
ト
ハ
具
ニ
ハ

本
尊
抄
ノ
如
ク
十
神
力
結
要
付
噸
等
ノ
文
ヲ
引
玉
フ
ヘ
キ
ヲ
今
鼎
シ
玉
へ
ル
ナ
ル
ベ
シ
」
（
三
一
巻
六
九
丁
ヲ
。
本
満
寺
本
流
七
六
頁
）

と
す
る
。
鈴
木
一
成
『
Ｈ
巡
捌
人
御
通
文
節
義
」
鋪
七
巻
（
川
本
仏
排
刊
行
会
、
一
九
八
○
年
押
版
本
）
二
六
八
頁
で
は
「
ｕ
伝
の
経
文

か
か

と
は
三
大
秘
法
抄
（
二
○
五
二
の
蒋
頭
に
描
ぐ
る
所
の
神
力
品
の
要
法
の
四
句
を
指
す
か
。
猫
を
三
大
秘
法
紗
の
諦
義
参
照
」
と
あ
り
、

ま
た
高
田
忠
忍
「
日
蓮
聖
人
遺
文
全
集
講
義
』
第
一
四
巻
（
ビ
タ
カ
、
一
九
七
八
年
復
刻
版
）
一
三
九
頁
で
は
「
寿
量
品
で
は
色
香
味
具

足
の
一
大
良
薬
の
文
、
神
力
品
で
は
塔
中
別
付
の
五
重
玄
具
足
の
如
来
一
切
所
有
之
法
（
名
）
如
来
一
切
自
在
神
力
（
用
）
如
来
一
切
秘

要
之
蔵
（
体
）
如
来
一
切
拙
深
之
耶
（
宗
）
皆
於
此
経
（
教
）
だ
示
顕
脱
の
結
嬰
四
句
嬰
法
の
文
が
準
げ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
或
は
十

神
力
を
も
加
ふ
く
し
と
啓
鎖
師
は
商
っ
て
お
る
」
等
と
あ
る
。
結
要
付
属
に
つ
い
て
は
『
法
兼
文
句
」
一
○
下
（
正
巌
第
三
Ⅲ
巻
一
川
二

頁
ａ
）
、
ま
た
法
華
経
普
及
会
絹
「
真
訓
両
読
妙
法
蓮
華
経
畳
開
結
」
（
平
楽
寺
書
店
、
二
○
○
○
年
）
五
○
二
頁
参
照
。

（
釦
）
本
門
序
正
流
通
は
上
行
付
嘱
を
教
義
と
し
実
質
は
本
門
八
品
で
あ
る
こ
と
は
拙
稿
「
妙
法
華
経
は
末
法
日
蓮
等
が
為
翰
私
考
」
（
前
掲
、

拙
著
「
Ⅱ
蓮
過
文
の
思
惣
的
研
究
」
第
一
○
諭
文
）
一
六
七
～
一
八
○
頁
な
ど
。

（
別
）
Ⅷ
侭
、
株
怖
Ⅱ
油
『
仙
心
本
騨
紗
鋼
捉
」
二
○
六
頁

（
銘
）
願
仏
未
来
記
」
定
遺
七
四
○
頁
。
こ
の
文
は
五
字
七
字
の
凹
係
を
秒
え
る
と
理
解
し
や
す
い
の
で
は
な
い
か
。
不
軽
醤
薩
と
聖
人
に

つ
い
て
の
教
学
的
解
釈
は
、
「
弘
経
抄
」
第
九
八
巻
（
隆
全
一
○
巻
三
八
八
、
三
九
三
、
四
○
一
頁
）
、
ま
た
前
掲
株
橘
日
涌
「
観
心
本
尊

紗
講
義
』
八
、
三
九
五
～
三
九
七
頁
を
参
照
。

（
認
）
定
逝
三
九
四
頁
。
正
蔵
第
九
巻
五
九
頁
ｂ
。
な
お
「
守
護
国
家
論
」
（
定
過
一
二
七
頁
）
で
は
安
楽
行
品
「
文
殊
師
利
娃
法
華
経
於
無

肚
脚
中
乃
至
潴
字
不
可
得
州
」
（
正
蔵
鋪
九
巻
三
八
九
頁
ｃ
）
の
引
川
が
あ
る
。
こ
の
題
Ⅲ
、
Ⅵ
に
つ
い
て
は
、
伽
禍
の
株
俄
Ⅱ
油
「
観

心
本
尊
紗
撫
義
」
六
四
八
頁
以
降
の
如
く
、
語
言
陀
羅
尼
を
は
じ
め
更
に
考
え
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
別
）
株
橋
日
澗
「
法
華
宗
名
目
」
法
華
宗
（
本
門
流
）
宗
務
院
、
二
○
○
七
年
増
補
版
、
九
一
～
九
二
頁
な
ど
。

「
本
川
肝
心
於
南
熈
妙
法
迩
縦
経
亜
宇
」
私
孝
（
大
平
滋
剛
）
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（
腿
）
「
弘
経
抄
」
第
七
巻
（
際
全
一
巻
五
○
一
頁
）
。
こ
の
外
『
弘
経
抄
」
七
九
（
隆
全
八
巻
五
五
三
頁
）
に
「
当
流
唯
授
一
人
の
口
伝
に

云
く
、
永
前
迩
門
は
教
な
り
観
な
し
。
本
門
は
教
即
観
に
し
て
一
向
観
な
り
。
故
に
滅
後
の
観
心
本
尊
と
為
す
な
り
。
さ
れ
ば
本
門
は
釈

騨
上
行
の
伽
心
経
な
り
。
」
と
あ
り
、
又
、
弘
経
抄
八
一
巻
（
隆
全
八
巻
六
Ⅲ
三
面
）
に
「
本
側
は
一
向
観
心
な
り
。
夫
れ
も
過
去
久
遠

本
閃
妙
潴
宇
附
行
観
を
以
て
所
観
の
境
と
為
し
、
今
Ⅱ
所
魏
の
水
門
八
肋
本
川
妙
一
念
偲
解
の
伽
行
仙
を
以
て
能
剛
の
柳
と
為
し
て
之
を

観
ず
れ
ば
、
観
妙
を
以
て
観
妙
を
観
ず
る
に
な
る
な
り
。
」
と
あ
り
、
ま
た
七
七
巻
（
隆
全
八
巻
三
○
七
頁
）
で
は
「
今
を
以
て
将
を
剛

（
釣
）
定
通
一
二
九
派
面

（
帥
）
定
過
一
二
九
五
面

（
弱
）
定
遺
七
一
五
頁

（
訂
）
前
掲
、
株
橋
日

掲
、
拙
著
『
Ｈ
蓮
皿

（
錦
）
定
避
七
一
五
Ｎ

株
橋
日

（
弱
）
唯
谷
行
亭
。
大
秘
法
」
（
前
掲
「
Ⅱ
迦
型
人
過
文
辞
典
教
学
筋
」
）
Ⅲ
○
頁
ａ
で
は
．
大
秘
法
の
胆
Ⅱ
南
黒
妙
法
迩
峨
維
は
教

法
と
行
法
の
両
意
に
あ
っ
て
用
い
ら
れ
る
が
そ
の
本
質
は
一
で
あ
る
。
」
と
す
る
が
、
少
し
補
足
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

（
例
）
『
本
尊
抄
」
で
そ
も
そ
も
な
ぜ
五
亜
三
段
と
「
三
段
」
を
問
題
に
さ
れ
た
か
と
い
え
ば
そ
れ
は
、
法
華
経
本
門
が
流
通
正
意
で
あ
る
こ

と
の
主
張
に
意
味
が
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
平
田
篤
胤
が
法
華
経
を
薬
の
効
能
許
の
よ
う
な
も
の
で
中
味
が
な
い
と

批
判
し
た
が
二
Ⅲ
定
笑
諦
一
三
（
鷲
尾
順
敬
糊
「
日
本
思
想
闘
瀞
史
料
』
第
八
巻
、
名
箸
刊
行
会
、
一
九
七
○
年
、
二
九
～
一
二
○

画
）
取
意
）
、
そ
れ
は
反
而
、
邪
爽
を
闘
い
当
て
た
も
の
で
、
火
は
法
峨
維
が
流
通
正
意
で
あ
り
、
特
に
本
門
に
於
て
実
股
を
挽
い
た
点

を
兇
滞
と
し
た
為
の
暴
刑
と
考
え
ら
れ
る
。
典
脳
今
亡
で
あ
る
が
『
妙
密
上
人
御
消
息
」
に
は
「
二
十
八
肺
は
正
し
き
邪
は
わ
ず
か
な
り
。

論
る
商
こ
そ
多
く
候
へ
と
恩
食
す
べ
し
」
（
定
過
一
三
ハ
九
頁
）
と
あ
っ
て
、
こ
れ
は
正
し
く
流
汕
正
意
の
こ
と
を
述
べ
た
も
の
と
解
さ

れ
る
。 「

本
門
肝
心
於
南
無
妙
法
蓮
蕪
総
兀
字
」
私
勝
（
人
平
宏
髄
）

測
『
観
心
本
尊
紗
識
義
」
五
○
九
、
二
五
三
頁
な
ど
。
ま
た
拙
稿
「
”
法
華
経
は
末
法
日
蓮
等
が
為
診
私
考
」
（
前

『
Ｈ
蓮
過
文
の
思
想
的
研
究
」
鯆
八
論
文
）
一
八
六
頁
な
ど
。

一鋤一



〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
総
名
五
字
・
七
字
要
法
の
経
文
本
門
流
通

〔
付
記
〕

『
観
心
本
尊
抄
」
な
ど
漢
文
体
の
場
合
、
訓
み
下
し
文
と
し
て
引
用
し
た
箇
所
が
あ
る
。

（
“
）
「
南
無
に
南
熈
す
る
」
と
は
株
橋
日
澗
師
の
強
調
さ
れ
た
所
で
あ
っ
た
（
拙
著
『
日
隆
聖
人
を
読
む
」
東
方
出
版
、
一
九
九
三
年
、
二

二
三
頁
以
下
）
。
そ
れ
は
隆
師
の
い
う
「
観
心
を
以
て
観
心
を
観
ず
る
」
等
に
当
る
。
な
お
松
本
修
明
繕
「
日
蓮
聖
人
口
決
集
法
華
玄

義
口
決
』
巻
一
（
国
書
刊
行
会
、
二
○
二
二
年
、
三
八
一
頁
以
下
）
で
は
「
台
家
は
妙
法
蓮
華
経
に
南
無
し
、
当
宗
は
南
無
妙
法
蓮
華
経

に
南
無
す
る
な
り
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
今
の
議
論
と
同
じ
よ
う
に
思
わ
れ
て
興
味
深
い
。
但
し
、
台
家
の
法
華
経
は
潴
仮
体
実
（
互
字
は

仮
柘
）
で
あ
り
、
南
無
す
る
の
は
災
相
の
理
に
対
し
て
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
同
抄
は
諜
迭
的
問
題
を
含
め
て
更
に
考
求
す
べ
き
も
の

仮
柘
）
で
今

じ
、
剛
心
を
以
て
帥

通
正
意
と
は
、
剛
●
．

（
閃
）
定
遺
七
一
二
頁

剛
心
を
以
て
脱

と
考
え
る
。

「
本
門
肝
心
於
南
黛
妙
法
蓮
華
経
五
字
」
私
考
（
大
平
宏
龍
）

心
を
鯉
じ
脇
行
を
以
て
僻
行
を
観
ず
る
意
な
り
」
と
も
あ
る
。

意
と
は
、
剛
心
（
偏
行
観
心
）
を
爽
汲
せ
し
む
る
経
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
炎
現
は
多
い
が
、
つ
ま
り
は
、
本
門
流
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